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宇宙起源固体微粒子研究断章

　　　　　　　　　　　　　　　　一 一 一 一 山越和雄教授に捧ぐ

田澤　雄二 1

　山越さんの急逝か ら早半年が経っ て しまっ た．山

越 さん が研究者の 生涯 の 全 て を注 い だ宇宙起源固体

微粒子 （宇宙塵）1宇宙物質の研究は
， 深海底土 （J．

マ
ーレー

），（北）極地雪氷 （N ，ノル デ ン シェ ル ド〉か

ら黒光 りする小 さな丸い粒 （Spherules）が発見され

て か ら 1世紀余 り，南極雪氷 （西堀 ）か らは 40年，

そして 山越さんが白鳳丸上で 世紀の対面を果たして

か ら 30年，今まさに大きな転機に差し掛か っ て い

ると私は思う．そ の象徴とも云うべ き二 つ の新しい

話題を紹介し
， 故長谷川博一先生 と山越 さん が牽引

者 となっ て進め られ て きた我国の宇宙塵研究の これ

まで
， 特に ス ター

トの頃の歩み と今後を展望し， 山

越さんを偲ぶ 一文 としたい ．長谷川先生 を
“

生み の

親
”

とすれば，山越 さんは 30年もの 間，私の みな

らず，宇宙物質／ダス ト研究グループの メ ン バ ーに

とっ て ，研究教育上 の
“
長兄

”
で あっ た．

“
生み の

親
t’

に続き今また
‘
長兄

”
と

，
二 本の大黒柱を失い

，

我々 宇宙物質研究グル
ー

プ は グル
ー

プ存亡 の
一

大難

局に直面 して い る．如何に して 二 先生の遺産を継承

し ， 新しい 地平を開拓するべ きか一一この回答こそ

が二先生へ の レクイエ ム となるで あろう．死に損な

い の
“
弟
”

として は，せめ て新たな発展を見届けて，

その報告をあの 世の 二 先生へ の手土産に したい と思

う．

　象徴的な話題とは，い ずれも先日の南極隕石シ ン

ポジウム の 際に知り得た もの で ある．その
一

つ は既

に雑誌等で ご存知の方も多い と思われるが，太陽系

外 （星周）塵 グ レ イ ン を隕石か ら発見 した と言 う，

ワ シ ン トン大学（セ ン トル イス）の Zi  er の講演であ

る．もう
一つ は 地層 中 に微小 球粒濃度の 変動を探 し

出し， 地質時代に於ける大流星体衝突等全地球的規

模で の 地球外物質降下 の変遷の調査を主な目的の
一

つ とする，東欧諸国が中心 とな っ た国際プロ ジェ ク

トの呼掛けである．

田隕石中の星周塵

　太陽系内の微粒子は永遠の 生命を持っ て い る訳で

は ない ．太陽放射との 相互作用 に よ る ポ イ ン テ イン

グーロ バ ートソ ン （P−R）効果の ため ， ケプラ
ー運動

の 軌道要素 ， 離心率 e と軌道半径 r が減少し，太

陽に向かっ て螺旋運動をしなが ら落ち込んで行く．

この寿命 t は粒子サイズ s，比重 d と，r の 二乗に比

例する．即ち，
よ り大 きく，よ り重 く，よ り遠 くに

ある物体ほ ど太陽系で の 滞在時間は永い ．太陽に向

う間 に惑星へ の捕獲や ， 相互衝突に よ る破壊，太陽

風ス パ ッ タリン グ等 ，
ス ペ ース エ U 一ジ ョ ン

， 風化

に よ るサ イズ減少や ， 消滅で更にその寿命が縮 まる．

冥王星軌道 （tr＿　40　AU ）にある 舮 100 μ m
，
　d ＝ 5

g／cc ，の黒体ダス トは約 6億年で太陽に落ち込み，木

星軌道か らで は
， 約 1千万年の寿命で しか ない 。従

っ て形成後 45億年 も経過 した現在の太陽系に，黄

道光観測などか ら判明 して い る惑星間塵 の 存在を説

明する為に は
， 微惑星体等 ， 太陽系内の比較的大き

い 物体の衝突破壊1摩耗等や ，

“
塵塗れ の雪 ダル マ

”

の 彗星が太陽近傍 を通過する度毎に氷が蒸発し氷に

捕まっ て い た塵が空間 に撒き散 らされる事に よ る供

1京都大学理学部物理学第二 教室
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給，あるい は太陽系外か らの塵粒子の流入に よ るほ

ぼ絶え間な い 供給 を当然の事 として予想 させ る，

　我々 もグル ー
プ発足 の 当初か ら星間塵の探求を目

的の
一

つ に掲げて 来た．それ で は太陽系外か らや っ

て来る塵粒子は どの よ うな性質を持っ て い るの であ

ろ うか ？星間空間塵の供給源 として は超新星爆発放

出物か らの凝縮物 ， 赤色巨星 の 流 出気体か らの凝縮

物等が考えられるの で，化学組成や同位体組成は起

源 とな っ た星の もの を反映 して い るに違い な い し，

我々が普段目にする事が出来る普通の太陽系物質と

はか なり違 っ た，あ る い は少な くと も一
つ は 全 く異

なる特徴を含ん で居なければなるまい ．この様な異

質なグ レ イ ン を隕石中に求め るならば
， その 最有力

候補は隕石として集積 した後の 変成 を経験しなか っ

た最 も始源的と思 われる炭素質隕石 中の炭素質塵や

高温凝縮物で あ ろ う．そ して それ らを太陽系外起源

と判断するに は ， 本来微量に しか含まれ て い ない 希

ガ ス の 同位体組成異常：

‘
tExotic　Noble　Gas

”
の有無

や ， 複数の元素に つ い て の同位体組成異常の有無が

非常に有効である．太陽系外起源が 同定された炭素

質塵は
，

ダイヤモ ン ドが Xe−HL ，シ リコ ン カ
ーバ イ

ドが Ne −E（H），　Xe−S，
グラ フ ァ イ トが Ne −E（L ）等の

成分 を持ち ， 更に後二者に は Ti
，
　Zr

，
　Mo の カ ーバ イ

ドの微小粒の 存在 も電顕で確認され た．一
方酸化

物 ， 窒化物には希ガス が全く存在せず，二次イオ ン

質量分析 SIMS に よ る
一粒一

粒の成分元素 （0 ，
　N ，

Si，　Al，等）の同位体比測定か ら，単
一星の燃焼生

成物で は説明で きない ，複数の赤色巨星起源と見倣

される Si カ
ーバ イ ドや コ ラ ンダム の グ レイン が同

定された．また超新星起源の グ レ イ ン として は低密

度グラ フ ァ イ トと Si カーバ イ ドが同定 され た．一

見さ りげない こ の報告は粒毎の 同定がで きる分析装

置や技術 もさる事なが ら，彼らの推論 と実験方法の

正 しさと，実際に行なっ た作業の大変さを余す所な

く示して い る．か くして太陽系形成時に近傍から紛

れ込ん だ星周／星間塵が，正に化石 として始源的炭

日本惑星科学会誌 Vo1．4　No．3，1995

素質隕石中に残されて い た訳で ある．今後我々 に求

め られ る の は現在流入 して い る
“
生 きた まま

”
の 太

陽系外起源物質試料の発見，入手で あろ う．無人探

査機に よる in−situ 観測／計測 もさる事なが ら総合的

調査可能な試料採集と分析同定手段の 開発に努力し

なけれ．ばな らない ．

［2】地質時代の微小球粒探査プロ ジェ

　 クト

　隕石，月岩石 ， 惑星間塵 ， 星間塵等，宇宙物質そ

の物の性質の研究の 他に
， 最近 で はア ル バ レ ッ 親子

の 6500万年前の 生物絶滅に 関する研究に見られ る

ように
， 時に は外観や環境の劇変をもたらしたで あ

ろ う， 地球誕生 以来繰 り返され て来たそれら微小天

体との遭遇の歴史を， 全地球規模で様々 な地質年代

の地層から発見 され て い るマ イ ク ロ テ ク タイ ト／ス

フ ェ ル ール を手掛か りに紐解 く研究 も行なわれてき

た．今回の呼掛けは，ハ ン ガリ
ー
，エ ス トニ ア

，
ス

ロ バ キ ア
，

ル ー
マ ニ ア，中国の 5 力国 （我国に は馴

染の薄い ）の研究者を中心に提案された もの で ある．

バ ル ト海／ ス カ ン ジナ ヴ ィ ア地方 ， 中部 ヨ ーロ ッ

パ／地中海地方 ， 中部／南部アフリカ ， 中部／東部

ア ジ ア，北ア メ リカ／カリブ海地方，オ
ース トラリ

ア，南極等な ど様々 な地域
， 様々 な地質年代の地層

か ら発見され るマ イクロ テクタイト／ス フ ェ ル ール

層の全地球規模で の 同定 とその年代決定に よっ て，

地球及び太陽系の年代学に新 しい 道具 （時間軸）を

提供する と共に
， 隕石の衝突／爆発の プロ セ ス を明

らか に しようと言 うプ ロ ジ ェ ク トである．この為 ，

層位学，地球化学，鉱物学 ， 古地磁気学 ， 放射性年

代学 ， 惑星学 ， 隕石学 ， 気象学 ， 氷河／雪氷学，等

広い 分野 に跨る知識 の動員 を必要とする と共に
， 得

られた知識がそれぞれ の分野に新たな影響を拡げて

行 く事を期待 してい る，我々 はこの プ ロ ジ ェ ク トに

組織的に参加するか否かにつ い て検討中なの で
， 関

心ある方々 の御意見御連絡 をお待ちして い る．我国

N 工工
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に は マ イクロ テクタイ ト／ス フ ェ ルール層が発見さ

れ て い ない 為 ， 地質学関係で の関心は従来あまり高

い ように見えなかっ たが
， 今後の 高まりを期待した

い ．

【3】京都大学字宙線研究室発足

　そもそも山越さんが 「この道」に頭の天辺まで も

浸か っ て しまっ たの は，1966年 4月に長谷川先生 に

従 っ て，DC 課程に編入 した野間氏 （現山形大学）

と共に新 しく宇宙線研究室を開設する ため京大理学

部助手として着任 したのが始まりである．研究室の

主要テ
ー

マ は
， 「宇宙線生成核種検出による宇宙線

強度永年変化 の研究」で あっ た．東大核研を中心と

する屋久杉年輪中の宇宙線生成核種 C −14 を用 い た

研究で主に地磁気変動に基 く過去数千年の 変動が ほ

ぼ判明 した時期で
， 核研，理研，早大等の グル ープ

も数万年から数百万年にわたる変動を追求し始めて

い た．京大は Ni−59（76Ky），
　 Mn −53（3．7My）とい う

鉄を標的とし，太陽宇宙線 a
， p 照射で 生成する e一

捕獲核種の K −x 線検出を目標 とした （Ni一プロ ジ ェ

ク ト）、こ れ らの核種は
，
C −t4 の場合とは異な っ て

大気中で生成されるのではな く，惑星間空間で惑星

間空間物質中の鉄成分 を標的として生成 される の

で
， 地上に降下 した惑星間物質の 中に存在 して い る

はずで あ る．そして その存在量は単に宇宙線強度だ

けでな く，標的物体の大 きさ，組成構造，照射期

間，軌道半径等，さらには降下物質量その もの に依

存する．特に太陽宇宙線は銀河宇宙線に比 べ 低 エ ネ

ルギーなの で標的物体の極 く表層に しか突入で きな

い ．即ち，これらの核種は大部分塵粒子が坦 っ てい

る．ここか ら 「宇宙塵」とは切 っ て も切れな い 仲 と

なっ たの である．降下 した惑星間物質が地球物質で

最も薄め られずに
， 時間経過も保存され て い る場所

は
， 深海底堆積物 ， 極地雪氷であろ う。また大気上

層 （成層圏〉で は 絶 えず　
“
新鮮

”
な惑星間塵が 降

下して 来て い るで あ ろ う．

163

　一一とい う訳で当初は深海底堆積物か ら Ni，　Mn を

抽出してその中に含まれる Ni−59，　Mn −53 を検出す

る こ とになっ た．ところで鉄質宇宙塵が地球に捕獲

され る まで に塵中に つ くられ
，
生 き残っ て い る Ni・

59の割合は
， 約 100万年の 問，現在 と変わらぬ強度

の太陽宇宙線の照射を受けたと仮定する と， Ni　lg

当りお よそ 100　dpm ，堆積物中の 全 Ni に占め る字

宙起源 Ni の割合は 1 − 0．1 ％ 程度と考えられ る の

で，Ni 含有率 200　ppm の 赤粘土 1ton 中には 20−

200dpm の Ni−59が存在する事に な り，計数効率 5

％，バ ッ クグラウ ン ド計数率 lcpm の X一線 カ ウ ン

ターで検出する場合には，この赤粘土量 ltonが必

要処理量の 下限を与える．また赤粘土 lKg か ら約

1mg の鉄質ス フ ェ ル ール （平均 Ni 含有率は
，
　o．14

％）が回収されたが，こ の鉄質ス フ ェ ル ール の みか

ら Ni−59 を測定するに は赤粘土 100・tonか らス フ ェ ル

ー
ル を抽出しなければならない ．鉄質ス フ ェ ル ール

を海底土か ら抽出する に は
， 水で薄めた海底土を電

磁石で根気良 くか き回しなが ら磁性成分を回収 し，

実体顕微鏡の 下 で こ の磁性成分から丸 い 小 さな玉

“
ス フ ェ ル ール

”
をピン セ ッ トで摘み 上げなければ

な らない ．これ も又気の遠 くなるような作業の連続

である．

　こ の よ うに一研究室の化学実験の規模を遥か に越

える膨大な量 の，しか し化学プ ラ ン トの規模か らは

充分に少量の堆積物の処理が我々 の前に立ちはだか

っ てい た．バ ケ ッ トケ ミス トリ
ーと我々 が呼んだこ

の化学処理作業は，肉体的に も精神的に も，又環境

に対 して も実に苛酷なもの で ，旧館の窓枠に換気扇

を設置 しただけ の簡易 ドラフ トか らの排気をもろに

受けた木立ちの木の葉が枯れた と山越 さんか ら聞い

た事がある．諸大学で環境基準が議論される ように

な っ たの は
，

バ ケ ッ トケ ミス トリーをや めたず っ と

後の事で あるが
， 我々 より少し遅れ て バ ケ ッ トケ ミ

ス トリ
ー

を始めた早大藤本研で は，我々 の 経験を生

かして 排 ガス 洗浄装置付 きの ドラフ トを設置 したが
，

N 工工
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こ れは実に先見的なこ とで あっ た．

　
一方カ ウ ン タ

ーシ ス テム の 開発 と整備も多くの 困

難を抱えて い た．68年 4月に私が化学処理を分担す

るため京都に呼ばれ，山越 さんは Ni 測定 と全シス

テ ム の統括を，野間 さんは D 論として Mn 測定を

分担する事になっ た．京都の低バ ッ クシ ス テムは製

作者山越 さん の個性が色濃く出たユ ニ ー
クな もの

で，実験室の真中に電波 シ
ー

ル ドの ため天井，壁 を

銅張 りに した 10平米程の 測定室 （これは余 り有効

で は無か っ た ？一ラ ジ オ が聞けた）があ り，
この 中

に 石油缶入り水 ，
ホ ウ酸， 固形／流動パ ラ フ ィ ン

，

鉛ブ ロ ッ ク，戦艦陸奥の鉄 とで 5重にシール ドされ

た空間に X 線カ ウ ン タ
ーとプラス チ ッ ク ア ン チ カ ウ

ン タ
ー

が収 まっ て い る異様な建造物だっ た．またご

存知の 方 も多い と思われ る独特の書体で書かれた
，

壁の そ こ か し こ に貼 られ た
“

ACHTUNG ！
”

の 注意

書も忘れては成るまい ．野間さん の Mn 用 カウン タ

ーはメ イ ン の ガス カウ ン ターの周囲を多くの GM カ

ウ ン タ
ー

が取 り巻く
“
蓮根型 カ ウ ン タ

ー “
と呼ばれ

た，私が処理した海底土 は 全部合わせ て もバ ケ ッ 2，3

杯分 ，
40−60Kg 程 に過ぎなか っ た ろ う．それ も山

越 さんの ， あの強大なバ イタリテ ィ
ー

の後押 し？に

負うとこ ろ大で あっ た．当時 ， 細切れで得 られた充

分とは言えない サ ン プル量 では，肯定的な測定結果

を得るには到 らず，後に 山越さんが東大核研に移ら

れ て か ら
， 鋸山に建設 した低バ ッ クグラ ウ ン ド施設

の X 一線測定系 を用 い て赤粘土 3．14Kg から抽出し

た 430mg の Ni に つ い て Ni−59 が最終的に測定され

た．

　68年 10 月の物理学会に　
‘
Ni−59　Project（IV）

”
な

る講演題 目が あるが ， この題名以後物理学会か ら

rNi−59　Project”

の講演題目は見当た らない ．「コ ス

ミ ッ ク ス フェ ル ール の化学分析」や ，「Ni 降下率」

等とい っ た副産物的話題 に移っ て，事実上 Ni−59 の

検出未完の状態が続い て い た．我々 が
“

貴重
”

なス

フ ェ ルール の化学分析 に手を初めたの は学会講演の

日本惑星科学会誌Vol．4　No，3，1995

キ ャ ン セ ル を避ける為だ っ た．私 と野間 さん が数

10mgもの 石質試料 を遣 っ て重量法，滴定法，比色

法に よっ て得た定量値を学会発表したが ， 当然に も

我々 の腕を信用出来なか っ た山越 さんは論文にする

に当た っ て，100mg 以上の 試料の分析を民間研究

所に依頼した．結果はサ ン プル量／プロ アマ の腕の

差に も拘 らず （我々 として は
， なかなか）良い

一
致

を得たの で内心ほ っ とし，又
一方で は信用 されない

事が不満で もあっ た．我 々 はこの時初め て宇宙起源

の判定条件に元素， 特に親鉄元素の濃縮度と存在度

パ ターン が有効で ある事を実感した．勿論，確証は

宇宙線生成核種の検出に尽 きるが ．70年に は野間

さんが 山形大に転出し，
こ の 頃に な る と院生 の研究

テ
ー

マ も， 海底土柱状試料の年代測定→太陽系初期

に於ける軽元素の 生成（小池 ：現京都薬大），Ni−59，

Mn −53 の反応断面積の 測定→ 赤外線 荷電粒子検出

器開発（川久保 ：現 KEK ），ダス ト検出器／ダス ト加

速器の開発（藤原 ：現 ISAS ）等 ， 宇宙線強度永年変

化か らの発展／分化が見られる．またダス トの 運動

学か ら始まっ た 自主ゼ ミ で P −R 効果， 微粒子帯電

の電磁気的影響 ， 微粒子の光学特性，等の理論ノ観

測勉強会 （京大宇宙塵グループ）が持たれるように

なっ た．後に こ の勉強会は長谷川先生の参加に より

「ダス トニ ュ
ー

ク リ ェ
ー

シ ョ ン理論グル ー
プ」（向

井 ：現神戸大 ， 山本 ：現北大 ， 等）へ と発展する．

【41早大グルー プとの共同研究の開始

　 と核研C部発足

早大理工 研藤本陽
一
教授の 研究室で もフ ォ

ール ア

ウ ト／宇宙線生成核種の検出 ， 大気／雨水か らの集

塵等の研究が 65−6年頃か ら進め られて い た．早大グ

ループは実験室で 手にする事が出来る宇宙物質とし

て の宇宙塵 に当初から焦点を当てて い た．それは，

隕石や可能とな っ たばか りの 月試料の入手には，外

国からの提供に頼 らざるを得ない （自立的研究が阻

害 されかねな い 〉不 自由さ／困難 さを伴うからで ，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　 　 　 ¢



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　for 　Planetary 　Solenoes

宇宙起源固体 微粒子研 究断章／ 田澤

一
方塵は地球上 に普遍に （富め る国，富めない 国に

かかわらず）降り注 い で い る ， また隕石は過去の 太

陽系の 出来事の記録保存者で あ り宇宙塵は現在の太

陽系及びその 周辺で の 出来事をも知 らせ て くれる一一

と言う， 藤本先生 の考えか らだ と言う．当時の人と

研究の内容は
， 菊池（現早大 ：低バ ッ クグラウ ン ド

測定系），崎村（気球集塵），大矢根（高山集塵，短寿

命宇宙線生成核種：Co−56 等の検出／宇宙塵の放射

線損傷実験）， 島村／岡本（現北里大／故人 ：消滅核

種に よ る 星 間塵流入 の 確認 ；Sm −146 の α
一線検出

等）， 小林（現東大 ：質量分析に よ る同位体比異常測

定）， 少 し遅れて野上（現独協医大 ：気球／高山集塵

と分析）の各氏らで ある．京大 と早大の 二 つ の グ ル

ープが具体的作業で協力 したり共同研究を始めたの

は，東大海洋研白鳳丸航海で の海底土採集（67年以

降）や ，
72年 10月の ジ ャ コ ビニ ーチ ン ナ

ー彗星に伴 う

流星塵採集の ため に北九州で行なっ たゴ ム気球飛翔

実験等で あっ たが
， 情報／意見交換等は かな り早 く

か ら頻繁に行 な われ て い た．そ れ は丁度，
70 年安保

を頂点 とする大学闘争たけな わ の時で もあり， 院生

や助手 とい っ た
“
若手

”
が大きな発言力をもっ て素

粒子／原子核／宇宙線研究の 将来計画の議論に参加

して い た時期だっ たからで ある．京大で は長らく教

養部が 「解放区」となり，物理教室に度々 黄色 の ヘ

ル メ ッ トの部隊が駐屯する とい う状況の 中で ，山越

さんは海底土 の 入 っ たバ ケ ツ，電磁石，実体顕微鏡

を自宅に持ち込み
， 奥さん と共に膨大な数の ス フ ェ

ル ール を拾い 上げた逸話とその 山越 コ レ クシ ョ ン が

山越さんの 数 々 の研究成果 をもたらした事 を言 っ て

置かねばなるまい ．

　 山越 さんが着任する事 にな っ た核研宇宙線C 部の

発足 は，宇宙線 とい う1素】粒子だけでな く宇宙塵 と

い う【微】粒子の物質科学をも含めた宇宙物理学の推

進 を主張 した我 々 （京大早大若手）
“
塵 グル

ー
プ
”

の

輝か しい 門出 となる筈であ っ た。当時私は，そもそ

も共同利用研 は各大学／研究室／研究者 とい う最前

165

線間の共同／個別研究の立案／調整／保護／育成あ

るい は情報収集／伝達等，後方支援／作戦参謀的立

場に あ るべ きで
，

金 と物 と人 を独占し研 究成果 を独

占して はならない
， 院生（後継者）の供給が可能な大

学こそが大切 （イ ン ターユ ニ バ ーシ テ ィ
ー構想）とい

う考えで あり，中央集権的共同利用研ポス ト＝プロ

ジ ェ ク ト責任者＝教授／助教授 とい う構図には反対

だっ たが，新 しい 分野 を切 り開くに は，金と物 と人

を集中 し目覚 しい 研 究成果 を上 げなければな らぬ ，

人的構成 もまた そ の 責任 を充分 に果た し得るもの で

なけれ ば な らぬ とい う業績至上主義的主 張に負け

た．か くして若手グルー
プが推進する新 しい 研 究部

門 「宇宙物質」の統括責任者として 山越さん が乗 り

込む事にな っ たのである．宇宙線 C 部で我々 が推進

したの は，1）極低バ ッ クグ ラ ン ド放射線測定施設

の 建設とこ れ を用い た宇宙線生成核種の測定，2）

極高感度質量分析計に よる同位体比異常の検出，
の

2本柱で あっ た．しか し宇宙線 C 部に於ける 「宇宙

物質」研究は宇宙線研究の 主流た り得ない と い う自

他共に認め た規制 の もとで 出発 した事が
， そ の 後 ，

現在に至 るまでの塵グルー
プの立場を決定したと言

えるで あろ う、

【5】核研／宇宙線研 1次線宇宙物質共

　 同研究

　山越助教授 と新た に核化学の 分野か ら塵 グル
ー

プ

に加わ っ た柳田助手（現茨城大），
それ に 旧早大グ ル

ー
プ（大矢根，小林，島村，野上）が共同利用研で の

新プロ ジ ェ ク ト推進の本隊だ っ た．山越 ， 大矢根 ，

野上が上記 1）を， 柳田，小林，島村が 2）を分担 し

た．京都グループは中核の山越さんを失い ，藤原（ダ

ス ト加速器による高速衝突実験），田澤（超高真空 イ

オン照射装置に よる宇宙空間固体表面物性実験／南

極雪氷中塵 の分析），長谷川 グル
ー

プ（小池 ，向井，

山本 ら ：核形成理論
，

ダス ト光学特性測定等）と分

化／発散し
， 新た な領域 を開拓 し始め た．野間氏の

N 工工
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移っ た山形大で は新関先生（故人）らが真室川高校校

庭の積雪中か らの 鉄質ス フ ェ ル
ー

ル 回収の共同実験

を開始しだ した．

　共同利用研に おける拠点の獲得は ， 単に個別研究

課題の実現だけでな く， 所外の共同利用者へ の諸便

宜の提供とい う役割を担っ てい るが ， その任に当た

っ た山越さんの，キ リス ト者的 ？とも言うべ き献身

によっ て ，物理，天文 ， 化学 ， 地球物理等，従来以

上 に（これまで まとまっ たことが ない ような）広範囲

な研究者を巻き込んだ研究組織が形成され，各種研

究会 ，
ワー

クシ ョ ッ プが頻繁に催され，や が て い く

つ か の 科研費班の実現 となっ た．こ の よ うな時， 常

に師で あ る長谷川 さん を頭に担ぎ， 山越 さんは裏方

で の根回 しに力を注い で い たが，長谷川先生の表に

現れ た指導性／組織力 と並ん で
， 山越 さんの 影の 努

力 こそ山越さんの最 も輝か しい 業績として讃えられ

て良い ．

　素粒子研究所計画が破産 し ， 高，低エ ネル ギ
ー−

s

宇宙線はそれぞれ分離 した研究所 に成る こ とにな

り，76 年に東大核研宇宙線部は東大宇宙線研究所

として再出発 した．こ の 間 ， 68年に約 20機関 ， 80

名前後の物理 ， 化学出身ほ ぼ等 しい 構成の 「核反応

生成物による宇宙物質の研究」グル ープが発足して

科研費総合研究を中心 とする研究会等 ， 古手若手を

問わない 交流を続けて来たが，核研C 部発足は研究

集会の開催，大型設備要求等でこの グループ に とっ

て も重 要な拠点となっ た．また 68年からは東大宇

宙航空研で 第 1回月惑星シ ン ポジウ ム が，76年か ら

は国立極地研で南極隕石シ ン ポジ ウムが ， また79

年 7月に は 日本惑星科学連合第 1回総会／学術講演

会が開催 され宇宙物質研究の 輪は確実に広が っ て 来

た．79年 8 月に京都で第 16回宇宙線国際会議が開

かれたが
，

こ の時の OG −12　Session「起源：宇宙線永

年変化／宇宙線生成核種／宇宙物質」へ の提出論文

31編中，日本側 15編の発表内容が京都グルー
プ発

足以来の我国の宇宙線生成核種／宇宙物質研究者の

日本惑星科学会誌VoL4 　No ．3
，
1995

第
一

期研究総括となっ て い る．誌面の関係で プロ グ

ラム 題目を揚げるのは控えるが ， 宇宙線国際会議で

はプ ローブ として の宇宙線が
， 日本惑星科学連合講

演会は
“
物その もの

”
が強調 されてい てその対比が

面白い ．

　我々 が手にする こ とが出来る宇宙物質も， 69年の

「ア レ ン デ隕石」落下 ，
アポロ ll号による 「月の石」

帰還，同じく69 年第 10次南極観測隊に よる 「やま

と隕石」群発見に続く多量の南極隕石等， 新しい 顔

ぶ れが揃 う一方 ，
74 年以降の NASA 飛行機集塵試

料で の地球外起源微粒子 「
’
Brownlee　Particles（IDP）」

確認調査等に見 られる INAA ，
　SEMIEDX ，　EPMA ，

STEM
，
　SIMS，

　AMS 等 ， 多様な極微分析技術ノ装置

の適用1確立で，宇宙物質に関する知識も研究者数

も飛躍的に増加 した，そして こ れまで 各種研究会，

学会等で
， 我々

‘
塵族

”

が ともすると意識 した 「肩

身の狭さ」も過去の もの となっ た．

　80年代は地上で 手にする事が出来る従来の宇宙

物質の研究 と共に
， 米国 ，

EC に は 遅れ をとっ たが

飛翔体搭載機器に よ る惑星間塵 の 直接深査に第
一
歩

を践み出 し
， 実験室で の シ ュ ミ レーシ ョ ン 等， 観

測／理論 との対応性，精密化の追求へ と進んだ時代

である．向井氏は じめ次代を担 う
“

若 きニ ュ
ー

リ
ー

ダー”

たちも続々 と国際的にも活躍を始めた．まさ

に
“
黄金の 第二 期

”

とも言うべ き時代であっ た．90

年 8月 に は その 総括と言うべ き mu コ ロ キ ウ ム
‘

『惑

星 間塵の起源と進化
”

が京都で 開かれ， 我国の 研究

が国際的に （主に天文分野で の）高い 評価を得た．翌

91年 10月長谷川先生 が永眠 され た の で t こ の コ ロ

キウム が長谷川一山越 師弟 コ ン ビ の最期の イベ ン ト

となっ て しまっ たが
，

こ の時の 山越さんの公私 を超

えた献身な くしては コ ロ キウ ム の成功はなかっ たと

言えよう，纏 りの ない もの となっ たが，最後に もう

一
度，山越 さん の安らかならん事 を祈 っ て

， 追悼 の

文を終える．

　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 7年 7 月
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